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(6) 鉄筋の品質基準を鉄筋の引張強さの490 MPa (JIS 規格)とした場合，熱間せん断後の圧接部に対する各検査法の
信頼度は，熱間せん断法は97%，浸透および超音波探傷法が89% となっている。また，誤判定の場合にも，熱間せん
断法では，平均引張強さは490 MPa を上回っており，最小値は420 MPa である。
以上のように，本論文は，現在でのガス圧接での重要課題である接合品質の品質保証法について圧接部の品質変動
の要因分析，熱間せん断時での応力・歪解析，品質評価方法，さらに品質保証方法の提案・検証など基礎的知見を与
えており，生産加工工学の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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